
水道料金は納付期限までに納めましょう！
問合先：水資源活用課

水道業務担当・簡易水道担当

公的個人認証サービスの一時停止のお知らせ
問合先：市民生活課

市民生活担当
　

認
証
局
の
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴

い
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が
一
時

停
止
し
ま
す
。
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

市
役
所
窓
口
に
お
い
て
、
公
的
個
人

認
証
用
の
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
、
初
期
化
、

ロ
ッ
ク
の
解
除
、
鍵
ペ
ア
・
電
子
証
明

書
の
消
去
及
び
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
診
断
は
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
水
道
事
業
は
皆
様
か
ら
い
た
だ
く

水
道
料
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

配
水
管
の
修
繕
、
施
設
の
維
持
管

理
、
配
水
管
の
布
設
替
工
事
な
ど
に

か
か
る
費
用
は
、
皆
様
か
ら
い
た
だ

く
水
道
料
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
水

道
料
金
が
き
ち
ん
と
支
払
い
さ
れ
な

い
と
、
利
用
者
間
の
不
公
平
が
生
じ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
お
客
様
に
公
平
に
お
支

払
い
い
た
だ
く
た
め
に
、
き
め
細
か

な
未
納
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
未
納
対
策
の
実
施

　

水
道
料
金
の
未
納
者
に
は
、
督
促

状
・
催
告
書
の
送
付
、
電
話
・
訪
問

催
告
な
ど
に
よ
り
納
入
を
促
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
支
払
い
が
な

い
場
合
に
は
、
給
水
停
止
予
告
書
を

送
付
し
、
法
令
な
ど
に
基
づ
き
給
水

停
止
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
給
水
停

止
後
も
納
付
及
び
連
絡
が
な
い
場
合

は
、
民
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
お
客

様
と
の
水
道
の
給
水
契
約
の
解
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
が
滞
ら

な
い
よ
う
に
納
付
期
限
内
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！ 

　

こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に

も
、
２
カ
月
に
１
回
自
動
的
に
振
替

納
入
で
き
る
便
利
な
口
座
振
替
制
度

の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
ご
利
用
は
、
預
金
通
帳

（
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）、
印
鑑

（
通
帳
届
出
印
）及
び
水
道
料
金
の
領

収
書
ま
た
は
使
用
水
量
等
の
お
知
ら

せ（
お
客
様
番
号
が
わ
か
る
も
の
）を

ご
持
参
の
う
え
、
預
金
口
座
の
あ
る

下
記
の
取
扱
金
融
機
関
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。納入通知書

口座振替

納
付
期
限

再
振
替
不
能

督
促
状

催
告
書

給
水
停
止
予
告
書

給
水
停
止

契
約
解
除

電
話

訪
問

■給水停止及び契約解除の流れ

取
扱
金
融
機
関

・
山
梨
中
央
銀
行 

・
山
梨
信
用
金
庫

・
都
留
信
用
組
合

・
山
梨
県
民
信
用
組
合

・
ク
レ
イ
ン
農
業
協
同
組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

対　　象 期　　日

市役所窓口
・電子証明書発行申請
・電子証明書更新申請
・失効申請

平成25 年7 月29 日（月）～
平成25 年7 月30 日（火）

オンライン窓口
利用者クライアントソフト

・失効申請
・有効性確認

平成25 年7 月26 日 ( 金 )0 時～
平成25 年7 月31( 水 )0 時

後期高齢者医療被保険者証・保険料について
問合先：市民生活課
年金・医療担当

■
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に

つ
い
て

　

有
効
期
限
が
平
成
26
年
７
月
31
日
の
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
を
７
月
下
旬
に
簡
易
書
留
で

発
送
し
ま
す
。
被
保
険
者
証
は
、
お
手
元
に
届
い

た
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

に
未
納
が
あ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
有
効
期
限

が
短
い
も
の
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

古
い
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
個
人
情
報
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
裁
断
す
る
な
ど
し
て
廃

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は「
薄

緑
青
色
」と
な
り
ま
す
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

に
つ
い
て

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ

い
て
は
、
８
月
１
日
よ
り
新
し
い
も
の
と
な
り
ま

す
。
色
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
有
効
期
限
が
平

成
26
年
7
月
31
日
ま
で
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
前

年
度
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
今
年
度
も
適
用
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
交
付
し
ま
す
。

　

認
定
証
は
被
保
険
者
証
と
は
別
便
で
、
同
じ
く

７
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

■
平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

に
つ
い
て

　

７
月
に
平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
決
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
は
平
成
24
年
中
の
年
金
や
給
与
・
農
業
・

不
動
産
と
い
っ
た
収
入
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
、

平
成
25
年
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
分

を
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
方
法
に
応
じ
た
納
期
回
数
で

除
し
た
金
額
を
各
期
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
7
月
算
定
時
に
賦
課
対
象
と
な
る

被
保
険
者
の
方
は
平
成
25
年
7
月
1
日
ま
で
に

資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
ま
た
以
降
の

月
に
お
い
て
、
資
格
を
取
得
し
た

被
保
険
者
の
方
へ
は
、
取
得
月
の

翌
月
に
通
知
書
な
ど
を
送
付
い

た
し
ま
す
。

◆
保
険
料
の
算
出
方
法

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
定
め
た
保
険
料
率
を
も

と
に
、
被
保
険
者
全
員
が
個
人

単
位
で
納
め
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等

し
く
負
担
す
る「
均
等
割
額
」と

被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
決

ま
る「
所
得
割
額
」の
合
計
と
な

り
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
所
得

割
率
は
、
７
・
86
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
納
付
方
法
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

◆
特
別
徴
収

　

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
直
接
天
引
き
）に
よ

り
納
め
て
い
た
だ
く
方
に
は
、
7
月
中
旬
に
保
険

料
決
定
通
知
書
及
び
納
入
通
知
書
が
送
付
さ
れ
、

10
月
・
12
月
・
翌
年
2
月
に
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

ま
た
翌
年
度
４・６・８
月
の
仮
徴
収
額
は
、
２
月

に
天
引
き
さ
れ
る
特
別
徴
収
額
と
同
額
に
な
り

ま
す
。

　

既
に
仮
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
は
、
本
算
定
さ
れ

た
年
額
か
ら
４・６・８
月
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

金
額
を
控
除
し
た
差
額
が
10
・
12
・
翌
年
２
月
の

３
回
に
分
け
て
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
８・５
割
軽
減
や
所
得
割
５
割
軽
減

な
ど
に
該
当
、
あ
る
い
は
年
度
の
中
途
で
保
険
料

の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
別
徴
収

か
ら
普
通
徴
収
に
納
付
方
法
が
変
更
と
な
っ
た

方
で
、
本
年
10
月
よ
り
再
度
特
別
徴
収
と
な
る

方
に
つ
い
て
は
、
７・８・９
月
を
普
通
徴
収
、
10

月
以
降
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
る
年
６
回
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
普
通
徴
収

　

普
通
徴
収
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
方（
納
入

通
知
書
な
ど
に
よ
り
直
接
金
融
機
関
な
ど
で
納

め
る
方
、
あ
る
い
は
口
座
振
替
を
申
請
さ
れ
た

方
）は
、
７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
及

び
納
入
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納
期
は
年

８
回（
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
毎
月
）と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
に
つ
い
て
は
毎
月
末
日（
土
・

日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）に
口
座
よ
り
引

き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。
期
日
を
ご
確
認
の
う
え
納

め
忘
れ
、
あ
る
い
は
残
高
不
足
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
各
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
に

は
、
翌
月
20
日
頃
に
督
促
状
が
お
手
元
に
届
き
、

督
促
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

自己負担割合 所得区分 対象要件

３割 現役並み所得者※ 同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の後期高齢
者医療制度に加入している被保険者がいる方

１割

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ・Ⅰ以外の方
低所得者Ⅱ 属する世帯の世帯員全員が住民税非課税である方

低所得者Ⅰ 世帯員全員が住民税非課税で、各収入などから必要経
費・控除を差し引いた所得が０円となる世帯の方

同一世帯に属する被保険者の所得及び収入により判定します。次の場合は、申請により「一般
（１割）」の区分になります。
・同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者が２人以上で、加入者全員の収入の合計金額が

520万円未満の場合。
・後期高齢者医療制度の加入者が１人で、収入の合計金額が 383万円未満の場合。
・世帯で後期高齢者医療制度に加入している被保険者が１人で現役並み所得者の場合は、同
一世帯内に 70歳～ 74歳の方を含めた 70歳以上の方の収入の合計額が 520万円未満の場合。

※現役並み所得者の判定基準

■
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　

平
成
25
年
度
の
保
険
料
の
軽
減
判
定
基
準
に

つ
い
て
は
前
年
と
同
様
に
な
り
ま
す
。

◆
均
等
割
軽
減（
均
等
割
額
３
９
、６
７
０
円
）

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
の
総
所

得
金
額
な
ど
が
次
に
該
当
す
る
世
帯
の
被
保
険

者
は
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
所
得
割
軽
減

賦
課
の
も
と
と
な
る
金
額
が
、
58
万
円
を
超
え
な

い
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
額
が
一
律
５

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
者
に
対

す
る
９
割
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
を
取
得
す
る

前
日
に
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
場

合
に
は
、
所
得
割
額
は
課
せ
ら
れ
ず
、
均
等

割
額
は
9
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
均
等
割
額
は

３
５
、７
０
３
円
が
軽
減
さ
れ
、
保
険
料
額
は
年

額
で
３
、９
６
０
円
と
な
り
ま
す
。

軽減割合 判定方法 軽減額 均等割額

９割軽減
8.5 割軽減に該当する場合に、その
世帯の被保険者全員に年金収入以外
の所得がなく、年金収入80 万円以下

35,703 円 3,967 円

8.5 割軽減 33 万円以下 33,719 円 5,951 円

５割軽減 33万円＋｛24.5万円×被保険者数 ( 世
帯主を除く )｝以下 19,835 円 19,835 円

２割軽減 33 万円＋｛35 万円×被保険者数｝以
下 7,934 円 31,736 円

※判定時は、世帯主及び被保険者の軽減判定の総所得金額などにて判定
します。
※公的年金を受給されている方は、判定時に 15 万円が控除されます。

　　　　　　均等割額　　　           所得割額
　　　　　　   39,670円　　     （所得－33万円）×7.86％

保険料　＝  　　　　　　＋

■保険料の算出方法

■均等割額

Ｈ 2 5 . 7 . 1 1 0Ｈ 2 5 . 7 . 11 1



　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
免
除
さ
れ
る「
保
険
料
免
除
制

度
」が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
制
度
は
、
所
得
に
応

じ
４
段
階
あ
り
、
全
額
免
除
は
保
険

料
の
全
額
を
免
除
し
ま
す
。
一
部
納

付（
一
部
免
除
）
制
度
は
３
種
類
あ

り
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
、
残

り
の
保
険
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
本

人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
度
所

得
が
一
定
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と

が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
額
と
年
金
額
の

計
算
、
免
除
と
な
る
所
得
の
目
安
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

納付額
（月額） 年金額 免除となる所得の目安

全額免除 0 円 1/2 （扶養親族等の数 +1）×35
万円 +22 万円

４分の１
納付 3,760 円 5/8 78 万円 + 扶養親族等控除

額 + 社会保険料控除額等

半額納付 7,520 円 6/8 118 万円 + 扶養親族等控除
額 + 社会保険料控除額等

４分の３
納付 11,280 円 7/8 158 万円 + 扶養親族等控除

額 + 社会保険料控除額等

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」や「
学
生
納
付
特
例
制

度
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◎
今
月
は
、
平
成
24
年
７
月
か
ら
平

成
25
年
６
月
ま
で
の
分
を
申
請
で
き

る
最
終
月
と
な
り
ま
す
。

◎
一
部
納
付
制
度
は
、
納
付
す
べ
き

一
部
の
保
険
料
を
納
付
さ
れ
な
い
場

合
、
そ
の
期
間
の
一
部
免
除
無
効

（
未
納
と
同
じ
）と
な
る
た
め
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
場
合

に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

国民年金の保険料免除制度があります
　　　　　問合先：市民生活課

年金・医療担当

　

市
民
生
活
課
で
使
用
す
る
封
筒
の

裏
面
に
掲
載
す
る
、
市
内
の
事
業
者

な
ど
の
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
広
告

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
次
の
要

領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

封筒の使用目的 　市民生活課に置き、住民票や印鑑証明書などを入れる封筒として使用します。

封筒の規格 長形3 号封筒（縦23.3 ｃｍ×横12 ｃｍ）

広告掲載位置 封筒の裏面

広告規格 1 枠の大きさは、縦４ｃｍ×横10 ｃｍです。

広告募集枠数

 　　　　　４枠
　　　　　　（例）

広告掲載料 1 枠　20,000 円

封筒印刷枚数 20,000 枚

広告掲載期間 封筒の使用が終了するまで（約1 年間）

申込方法
　「都留市広告掲載申込書」にご記入のうえ、掲載しようとする広告の原稿を添えて、
市民生活課までお申し込みください。申込書は市民生活課にあります。市ホームペー
ジからもダウンロードできます。

申込締切 ７月26 日（金）

広
告
掲
載
欄

広
告
掲
載
欄

広
告
掲
載
欄

広
告
掲
載
欄

市が使用する封筒に広告を掲載しませんか
　　　　

　問合先：市民生活課

パブリック・コメントを募集します 　　　　　問合先：記事内をご覧ください

八朔祭に、積極的に参加してみませんか？ 問合先：記事内をご覧ください

大
名
行
列
出
演
者
募
集
！

　

９
月
１
日（
日
）、
八
朔
祭
に
ち
な

む「
ふ
る
さ
と
時
代
祭
り
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。
祭
り
の
呼
び
物
と
し
て

繰
り
出
さ
れ
る
大
名
行
列
は
総
勢

１
２
０
名
で
奴
姿
の
赤し
ゃ
ぐ
ま熊
、
お
姫
様

や
お
殿
様
た
ち
が
歴
史
絵
巻
を
繰
り

広
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
大
名
行

列
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

出
演
日　

９
月
１
日（
日
）

　
　
　
　

12
時
〜
18
時

※
８
月
25
日（
日
）13
時
か
ら
総
練
習

が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員

小
・
中
学
生
女
子

※
身
長
１
４
５
㌢
㍍
以
上　

若
干
名

小
学
３
年
生
以
上
の
男
子

※
身
長
１
３
０
㌢
㍍
以
上　

若
干
名

配
　
役

○
小
・
中
学
生
女
子

　

拍ひ
ょ
う
し
ぎ
子
木
、
金か
な
ぼ
う棒
、
鷹
た
か
じ
ょ
う匠

○
小
学
生
男
子

　

槍や
り
ぐ
み組
、
弓ゆ
み
ぐ
み組
、
鉄て
っ
ぽ
う
ぐ
み

砲
組

※
そ
れ
ぞ
れ
の
道
具
と
衣
装
を
ま
と

い
大
名
行
列
に
入
っ
て
行
進
し
ま
す

応
募
締
切　

７
月
16
日（
火
） 

抽
選
発
表

　

応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

の
う
え
当
選
者
へ
の
通
知
を
も
っ
て

発
表
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

産
業
観
光
課
内

　

ふ
る
さ
と
時
代
祭
り
実
行
委
員
会

　

事
務
局

大
名
行
列
の
花
形「
赤し
ゃ
ぐ
ま熊
」

募
集
！

　

大
名
行
列
の
花
形
と
も
言
え
る
赤

熊
を
一
緒
に
演
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

下
天
神
町
大
名
行
列
保
存
会
で

は
、
赤
熊
の
伝
統
を
後
継
し
て
い
く

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
演
日　

９
月
１
日（
日
）

　
　
　
　

12
時
〜
18
時

募
集
人
員　

一
般
男
性　

若
干
名

※
８
月
21
日（
水
）、
22
日（
木
）、
23

日（
金
）19
時
か
ら
の
赤
熊
練
習
と
25

日（
日
）13
時
か
ら
の
総
練
習
の
全
て

に
参
加
で
き
る
方

配
　
役　

赤し
ゃ
ぐ
ま熊

※
奴
姿
に
衣
装
を
ま
と
い
道
具
を

も
っ
て
大
名
行
列
に
入
っ
て
行
進
し

ま
す
。

応
募
締
切　

７
月
16
日（
火
） 

申
込
・
問
合
先　

産
業
観
光
課
内

　

ふ
る
さ
と
時
代
祭
り
実
行
委
員
会

　

事
務
局

「
八
朔
in
つ
る
」参
加
者
・
ス
タ
ッ

フ
募
集
！

　

９
月
１
日
夜
、
谷
村
第
一
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
う「
八
朔
in
つ
る
」

の
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
で
の
発
表
、
テ
ン
ト

で
展
示
な
ど
を
し
た
い
団
体
や
サ
ー

ク
ル
、
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
企
画
・

ア
イ
デ
ア
の
あ
る
方
、
お
祭
り
好
き

な
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
年
齢
は
、
18
歳
以
上
の
方
に
限
り

ま
す
。

申
込
締
切　

７
月
21
日（
日
） 

申
込
・
問
合
先

　

八
朔
in
つ
る
実
行
委
員
長

　

☎
０
９
０（
４
８
２
３
）４
８
４
４

　
　
（
新
館
）

■
都
留
市
里
地
・
里
山
・
里
水
の
保
全

と
活
用
に
関
す
る
条
例（
案
）に
つ
い
て

　

本
市
の
里
地
・
里
山
と
そ
こ
か
ら
育

ま
れ
る
里
水
を
次
の
世
代
に
着
実
に
引

き
継
い
で
い
け
る
よ
う
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の

方
々
、
農
林
業
者
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

恩
賜
林
関
係
者
、
市
及
び
県
な
ど
多
様

な
主
体
と
な
る
方
々
と
構
成
し
た「
里

地
・
里
山
・
里
水
の
保
全
と
活
用
を
考

え
る
会
」に
お
け
る
意
見
交
換
の
中
で
、

条
例（
案
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例（
案
）
を
公
表
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

公
表
及
び
意
見
の
募
集

　

７
月
10
日（
水
）〜
31
日（
水
）

意
見
の
提
出
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
に
よ
り
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

１　

直
接
提
出

２　

郵
送
に
て
提
出

　

〒
４
０
２
―
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

　

総
務
部　

政
策
形
成
課

３　

フ
ァ
ッ
ク
ス　
（
43
）５
０
０
５

４　

電
子
メ
ー
ル

　

seisaku@
city.tsuru.lg.jp

※
様
式
は
自
由
で
す
が
、
住
所
、
氏
名

及
び
連
絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
記
入
が
な
い
場
合
は
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

■
公
表
の
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

情
報
公
開
総
合
窓
口（
行
政
管
理
課
）、

政
策
形
成
課
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
土
、
日
、
祝
日
閉
庁
）で

縦
覧
で
き
ま
す
。
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インターネット選挙運動の解禁について 問合先：都留市選挙管理委員会
　

今
夏
、
実
施
さ
れ
る
予
定
の
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
、
有
権
者
、

候
補
者
・
政
党
な
ど
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
た
選
挙
運
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
も
の

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
、
動
画

中
継
サ
イ
ト
な
ど
）

●
電
子
メ
ー
ル（
Ｓ
Ｍ
Ｔ
Ｐ
方
式
及

　

び
電
話
番
号
方
式
）

※
た
だ
し
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
選

挙
運
動
は
、
候
補
者
・
政
党
な
ど
に
限

ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
例

●
未
成
年
者
な
ど
の
選
挙
運
動

●
選
挙
運
動
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

　

電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
印
刷
し
た
も

　

の
の
頒
布

●
虚
偽
事
項
の
公
開
、
悪
質
な
誹
謗

　

中
傷
、
な
り
す
ま
し
な
ど

選
挙
運
動
と
は
…

・
選
挙
運
動
と
は
、
特
定
の
選
挙
に

つ
い
て
、
特
定
の
候
補
者
の
当
選
を

目
的
と
し
、
投
票
を
得
又
は
得
さ
せ

る
た
め
に
、
直
接
又
は
間
接
に
有
利

な
行
為
の
こ
と
で
す
。

・
選
挙
運
動
は
公
示
日
・
告
示
日
に

立
候
補
届
出
が
受
理
さ
れ
て
か
ら
投

票
日
の
前
日
ま
で
し
か
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

成人のＭＲワクチン（麻しん・風疹混合ワクチン）接種に関するＱ＆Ａ
問合先：都留市立病院

☎（45）1606
　

風
疹
流
行
の
注
意
喚
起
が
出
て
お

り
ま
す
。
病
院
で
も
、
外
来
で
予
防

接
種
を
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
の

で
、
接
種
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
ま
と

め
ま
し
た
。
以
下
、
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ
．
予
防
接
種
の
対
象
者
は
？

Ａ
．
成
人
で
は
、
感
染
し
た
こ
と
の

な
い
人
す
べ
て
で
す
が
、
と
く
に
勧

め
ら
れ
る
の
が
、
予
防
接
種
を
受
け

る
機
会
の
な
か
っ
た
20
歳
代
か
ら
40

歳
代
の
男
性
で
す
。

Ｑ
．
妊
婦
は
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
ら
れ

ま
す
か
？

Ａ
．
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
た
後
は
、
２
カ
月
程
度
妊
娠

を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
は
？

Ａ
．
発
熱
、
発
疹
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

弱
毒
化
し
て
あ
り
ま
す
が
、
本
ワ
ク

チ
ン
は
生
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
、
ウ
イ

ル
ス
自
体
を
注
射
す
る
タ
イ
プ
の
た

め
、
麻
し
ん
や
風
疹
に
類
似
す
る
症

状
が
出
現
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
重
大
な
副
反
応
の
頻
度
は

１
万
件
に
１
件
以
下
で
す
。

Ｑ
．
妊
婦
の
家
族
は
ワ
ク
チ
ン
可
能

で
す
か
？

Ａ
．
可
能
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

発
疹
の
出
現
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
伝
染
性
は
な
い
と
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
、
妊
婦

の
配
偶
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す

べ
き
と
い
う
見
解
を
出
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
本
ワ
ク
チ
ン
の
安
全

性
が
、
１
０
０
％
保
証
さ
れ
て
い
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
都
留
市

立
病
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
妊
婦
の

家
族
へ
の
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
慎
重
投
与
と
し
て
き
ま
し
た

が
、〝
風
疹
大
流
行
〟
の
報
道
を
受

け
、
方
針
を
転
換
し
、
妊
婦
の
家
族

に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
接
種
を
勧
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。）

Ｑ
．
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た
か
不
明
な

場
合
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
？

Ａ
．
記
録
の
無
い
場
合
も
接
種
が
勧

め
ら
れ
ま
す
。
す
で
に
、
体
内
に
抗

体
が
存
在
し
て
も
、
ワ
ク
チ
ン
を
再

投
与
す
る
こ
と
で
効
果
が
高
ま
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
．
詳
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
情
報
は
ど

こ
で
聞
け
ば
い
い
の
で
す
か
？

Ａ
．
保
健
所
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

厚
生
労
働
省
や
、
国
立
感
染
症
研
究

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

平成25年度都留市職員採用試験の実施について
問合先：行政管理課

職員担当

試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

行
政
職（
上
級
）　　
　
　
　

７
名
程
度

行
政
職（
上
級
）〈
図
書
館
司
書
〉 １

名
程
度

行
政
職（
上
級
）〈
学
芸
員
で
考
古
学
専
攻
〉

１
名
程
度

消
防
職（
上
級
）〈
都
留
市
消
防
署
勤
務
〉

１
名
程
度

消
防
職（
初
級
）〈
都
留
市
消
防
署
勤
務
〉

２
名
程
度

消
防
職（
初
級
又
は
上
級
）〈
道
志
出
張

所
勤
務
〉　　
　
　
　

 　
　

   

２
名
程
度

■
受
験
資
格

　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
、
ま
た
は

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

行
政
職（
上
級
）・
行
政
職（
上
級
）

〈
図
書
館
司
書
〉・〈
学
芸
員
で
考
古
学

専
攻
〉

○
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大

学
を
卒
業（
平
成
26
年
３
月
卒
業
見
込

み
を
含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
方

消
防
職（
上
級
）

○
昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
4
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大

学
を
卒
業(

平
成
26
年
3
月
卒
業
見
込

み
を
含
む)

以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
方

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許（
平
成
26
年

3
月
取
得
見
込
み
を
含
み
、
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
限
定
免
許
を
除
く
）を
有
す
る
方

○
採
用
時
以
後
、
勤
務
地
に
居
住
で
き

る
方

受
験
資
格

男
性
：
身
長
お
お
む
ね
１
６
０
㌢
㍍　

　
　

以
上
、
体
重
お
お
む
ね
50
㌔
㌘
以

　
　

上
、
視
力
な
ど
正
常
な
方

女
性
：
身
長
お
お
む
ね
１
５
５
㌢
㍍　

　
　

以
上
、
体
重
お
お
む
ね
45
㌔
㌘
以

　
　

上
、
視
力
な
ど
正
常
な
方

消
防
職（
初
級
）

○
平
成
1
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
8
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高

等
学
校
を
卒
業(

平
成
26
年
3
月
卒
業

見
込
み
を
含
む)

以
上
、
ま
た
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
方

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許（
平
成
26
年

3
月
取
得
見
込
み
を
含
み
、
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
限
定
免
許
を
除
く
）を
有
す
る
方

○
採
用
時
以
後
、
勤
務
地
に
居
住
で
き

る
方

受
験
資
格　

男
性
：
身
長
お
お
む
ね
１
６
０
㌢
㍍　

　
　

以
上
、
体
重
お
お
む
ね
50
㌔
㌘
以

　
　

上
、
視
力
な
ど
正
常
な
方

女
性
：
身
長
お
お
む
ね
１
５
５
㌢
㍍　

　
　

以
上
、
体
重
お
お
む
ね
45
㌔
㌘
以

　
　

上
、
視
力
な
ど
正
常
な
方

■
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　

受
験
申
込
書
を
平
成
25
年
８
月
１
日

（
木
）か
ら
８
月
15
日（
木
）ま
で
に
総
務

部
行
政
管
理
課
職
員
担
当
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
受
験
案
内
は
、
７
月

１
日（
月
）か
ら
配
布
し
ま
す
。）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
期
間

は
、
平
成
25
年
8
月
1
日（
木
）か
ら
8

月
7
日（
水
）で
す
。

　

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
職
員
採
用
試
験
案
内
及
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

■
試
験
日
及
び
会
場

　

第
１
次
試
験

　
　

平
成
25
年
9
月
22
日(

日)	
　
　

都
留
市
役
所
3
階
大
会
議
室

　

第
２
次（
面
接
・
作
文
）試
験

　

※
第
1
次
試
験
合
格
者
の
み

　
　

平
成
25
年
10
月
下
旬

試
験
の
方
法

　

第
1
次
試
験（
筆
記
試
験
）　

　

第
2
次
試
験（
面
接
・
作
文
）

※「
消
防
職
」は
上
記
試
験
以
外
に
体　

力
検
査
を
行
い
ま
す
。

合
格
発
表

　

第
1
次
試
験　

10
月
4
日（
金
）

　

第
2
次
試
験　

11
月
中
旬
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事業仕分けの対象事業を募集します
問合先：政策形成課

企画担当
　

本
年
度
も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
の
議
論
を
深
め
る「
市
民
参
画
に

よ
る『
事
業
仕
分
け
』」を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

事
業
仕
分
け
と
は
？

　

都
留
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の「
そ

も
そ
も
」の
必
要
性
や
、
効
果
的
な

実
施
主
体
に
つ
い
て
、
市
の
外
部
の

方
や
行
政
以
外
の
方
に
評
価
し
て
い

た
だ
き
、
行
政
の
関
与（
税
金
の
投

入
）が「
必
要
」か「
不
要
」か
、「
必

要
」な
場
合
は「
国
」「
県
」「
市
」の
ど

こ
が
担
う
の
か
、「
市
」の
場
合
、
現

状
推
進
で
良
い
の
か
、
見
直
し
が
必

要
か
を
仕
分
け
る
作
業
で
す
。

仕
分
け
を
希
望
す
る
事
業
の
募
集

　
「
事
業
仕
分
け
」に
お
い
て
、
仕
分

け
を
希
望
す
る
事
業
を
募
集
し
、
事

業
選
定
時
の
参
考
と
し
ま
す
。

仕
分
け
候
補
の
事
業

　

昨
年
度
に
市
が
実
施
し
た
事
務
事

業
の
中
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
内
容
の
確
認
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
政
策
形
成

課
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
載
の
上
、「
事

業
名
ま
た
は
施
策
名（
事
業
の
ま
と

ま
り
）」及
び「
選
定
理
由
」を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

７
月
１
日（
月
）～
22
日（
月
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
45
）５
０
０
５

メ
ー
ル   kikaku1@

city.tsuru.lg.jp

■「事業仕分け」の流れ

市の仕事

行政の関与

必　要

行政の関与

不　要

国・県
市

※事業内容の見直し、
　民間への委託など
　を含めて検討

不　要
妥当性がない
効果がない

新しい公共空間へ
（完全民間等）

○民間の方がより効果的
　に実 施できる
○サービス水準に違いが
　あってもよい

行政の関与（税金の投入）
は必要か？

実施主体を判別

　

６
月
14
日
付
の
厚
生
労
働
省
か
ら

の
通
知
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
お
勧
め
を
一
時
見

合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
定
期
予
防
接
種
と
し
て
の
中

止
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す

る
方
は
、
有
効
性
と
接
種
に
よ
る
副

反
応
が
起
こ
る
リ
ス
ク
な
ど
を
十
分

理
解
し
た
う
え
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
い
情
報
に
つ
い
て
は

随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

効
果

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸
が
ん

全
体
の
50
～
70
％
の
原
因
と
さ
れ
る

２
種
類（
16
型
、
18
型
）の
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）に
予
防

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

16
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
と
18
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感

染
や
、
が
ん
に
な
る
過
程
の
異
常

（
異
形
成
）を
90
％
以
上
予
防
で
き
た

と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
に
引
き
続

い
て
起
こ
る
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク（
発
生

頻
度
と
症
状
）

　

下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
、
接
種
し
た
方
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
に
体
調
の
変
化
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
す
ぐ
に
医
師
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

子宮頸がん予防ワクチン接種の「積極的勧奨」の見合わせについて
問合先：健康推進課

保健・予防担当☎（46）5113

※
注
射
針
を
刺
し
た
直
後
か
ら
、
強

い
痛
み
や
し
び
れ
な
ど
が
生
じ
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
、

注
射
に
よ
る
痛
み
な
ど
を
き
っ
か
け

と
し
て
失
神
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
接
種
後
30
分
程
度
は
、
椅
子

に
座
る
な
ど
し
て
様
子
を
見
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
予
防
接
種
当
日

は
、
激
し
い
運
動
や
入
浴
は
避
け
、

接
種
部
位
を
清
潔
に
保
ち
、
体
調
管

理
を
し
っ
か
り
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
副
反
応
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
の

治
療
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

健
康
推
進
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

50％以上 注射部位の痛み、発赤、腫れ、疲労感

10 ～ 50％未満 かゆみ、腹痛、筋肉痛、関節痛、頭痛、赤み

１～ 10％未満 じんま疹、めまい、発熱、出血、不快感、頭痛、発熱

１％未満 注射部位の知覚異常、しびれ感、全身脱力、手足の痛
み、筋肉のこわばり

頻度不明 失神、リンパ節の炎症、嘔吐など

■子宮頸がん予防ワクチンの接種についてのリスク
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